
1995年から5年間にわたり鳥取県大

山で開かれた「本の学校大山緑陰シ

ンポジウム」は、2006年には「出版

産業シンポジウムin東京」に引き継が

れ、これまで「東京国際ブックフェア」

や「神保町ブックフェスティバル」の

協賛企画として開催してきました。

昨年からの新型コロナ下で迎えた今

年のシンポジウムも、昨年同様オン

ラインで開催します。

本年は「本の学校 出版シンポジウム2021」として、“本の価値をあらためて考える”

という統一テーマを設定しました。本や書店や出版が持っている“価値”とは、いったいどういうもの

でしょうか。この根源的な問いかけに7つのフォーラムを通して、文化的・産業的・社会的側面からア

プローチします。

お問い
合わせ 鳥取県米子市新開2-3-10 Tel:0859-31-5001 Fax:0859-31-9231

NPO本の学校

オンライン※Zo om を使用

参加費：1 講座 1 , 1 0 0 円（税込）

（学生 5 5 0 円（税込））

1911 20 212021.
金 土 日

本の学校出版シンポジウム2021

本の価値を
あらためて考える

○事前申し込み・クレジットカード・コンビニ決済による前払です。
○参加者の方々には事前に、Peatix内メールでオンライン視聴の方法をお伝えします。
○アーカイブ配信を予定しています。参加者には後日、ご案内をお送りいたします。
○ご視聴には、PC/タブレット/スマートフォンが必要です。

主催：認定NPO法人 本の学校
後援：日本書店商業組合連合会／書店新風会／日本書籍出版協会／日本雑誌協会／出版文化産業振興財団／
　　　版元ドットコム／日本出版学会 

参加お申し込みについて



https://honnogakko2021aki01.peatix.com

梶原治樹 髙畑千恵 田口幹人 新家義晴

第1フォーラム

■コーディネーター：梶原治樹（扶桑社／NPO本の学校）
■パネリスト：髙畑千恵（ＰＨＰ研究所）、田口幹人（読書未来研究所）

新家義晴（大日本印刷）
「プリント・オン・デマンド（POD）」はすでに専門書出版やオンライン書店等の提供するサービスで身近な技術ですが、販売会社が掲げる出版流通改革
のキーワードの一つとして挙げられることで再び注目が集まっています。本フォーラムではPOD事業に現在関わっている出版社、書店流通、印刷会社
の関係者から最新動向を伺い「PODが出版流通改革の旗手となるために必要なこと」について議論します。

19 18:00-19:30
プリント・オン・デマンドによる出版流通改革
　　　　　　　　　　　　　　　～最新事情と今後の動向を整理する～

堀　鉄彦 栗本直彦 小林　亨

第2フォーラム

■コーディネーター：堀　鉄彦（コンテンツジャパン）
■パネリスト：栗本直彦(ブックウォーカー )

小林　亨（モバイルブックジェーピー）
新型コロナ禍の巣ごもりによって出版物の需要が広がりましたが、とりわけ電子書籍市場は大きく伸びています。巨大市場に成長した電子コミックは
もちろん、電子図書館導入が進むなど活字の電子書籍も確実に広がり、さらに海外向け販売のハードルも下がるなど、電子化は出版市場を拡大する可
能性を広げています。この現状について電子書店、電子取次の現場から報告します。

20 https://honnogakko2021aki02.peatix.com13:00-14:30
図書館、活字、海外へと広がる電子書籍の可能性
　　　　　　　　　　　　　　　～電子書店・電子取次が現状を報告～

https://honnogakko2021aki03.peatix.com

是住久美子 植村八潮 淺野隆夫 高橋真太郎

第3フォーラム

■コーディネーター：是住久美子（愛知県田原市図書館長）
■解説者：植村八潮（専修大学教授／NPO本の学校）
■パネリスト：淺野隆夫（札幌市中央図書館利用サービス課長）、高橋真太郎（鳥取県境港市民図書館副館長）
新型コロナ感染予防のため、各種の公共施設は臨時閉館を余儀なくされましたが、日常的な文化施設であるまちの図書館は、どう利用者サービスを維
持するか、困惑しつつも今後への模索が始まっています。すでに電子書籍の貸し出しは拡大しつつあり、著作権法改正に伴うサービスの拡大など、「非
来館型サービス」に注目が集まっています。本フォーラムでは、識者の解説をもとに、あらためて、市民の読書と多様な知的欲求にこたえる図書館の役
割を踏まえ、ポストコロナの公共図書館サービスについて考えます。

15:30-17:00
非来館型図書館サービスの可能性～ポストコロナを考える～

https://honnogakko2021aki04.peatix.com

星野　渉 ハインリッヒ・リートミュラー

第4フォーラム

■司　会：星野　渉（文化通信社／NPO本の学校）
■講　師：ハインリッヒ・リートミュラー（書店オジアンダー代表・元ドイツ図書流通連盟会長）
■通　訳：アンゲリカ・キーラン
日本の出版業界で注目されるドイツの書店経営について、ドイツ最大の独立系書店オジアンダーの経営者ハインリッヒ・リートミュラー氏が語ります。
リートミュラー氏は創業400年以上の歴史を持つ同書店のオーナーであるとともに、ドイツの出版業界団体「ドイツ図書流通連盟」の前会長でもありま
す。ドイツにおける独立系書店の状況、そしてインフラ整備やロビー活動に取り組む業界団体の活動などをリアルタイムで話します。

18:00-19:30
ドイツ独立系書店の経営と業界団体の活動を聞く
　　　　　　　　　～最大手独立系書店オジアンダーの経営者が登壇～

https://honnogakko2021aki05.peatix.com

川上徹也 山中由貴小西康裕

アンゲリカ・キーラン

第5フォーラム

■コーディネーター：川上徹也（湘南ストーリーブランディング研究所）
■パネリスト：小西康裕（正和堂書店）

山中由貴（TSUTAYA中万々店）
顧客獲得のためのSNS活用は、小売店にとっては必須の時代。特に昨今は、書店でも本や自店のPRを行うケースが増えてきました。とはいえ、多く
の書店員にとっては「SNSをどのように活用すればいいのか」「始めたは良いが継続は困難」など悩みの種はつきません。そこで本フォーラムでは、コピー
ライターの川上徹也氏をコーディネーターに迎え、書店の現場からは「アイスのブックカバー」で大きな話題となった小西康裕氏、「なかましんぶん」で
有名な山中由貴氏を招いて、SNSの可能性を探りながら、SNSによる書店のストーリー作りについて議論します。

21 10:30-12:00
書店SNSの可能性を探る～自店のファンをつくるための展望～

https://honnogakko2021aki06.peatix.com

秋満吉彦 持谷寿夫

第6フォーラム

■講　師：秋満吉彦（NHKエデュケーショナル）
■聞き手：持谷寿夫（みすず書房／NPO本の学校）

今、あらためて考えてみます。現代の本の価値とはいったい何なのだろうかと。変化し続ける社会のなかで、なにが変わりなにが生まれているのだろ
うかと。テレビというメディアのなかで、一冊の本の価値を最大限に引き出し伝えている「100分de名著」という番組。その伝える力は多くのあらた
な読者を生み出しています。制作にたずさわる秋満吉彦プロデューサーは本の世界をどのように見て、どのような価値を見いだそうとしているのでしょ
うか。変わることのない本の世界の多様性と可能性をともに考えていきます。

13:00-14:30
「100分de名著」が伝える本の価値 秋満プロデューサーに聞く

https://honnogakko2021aki07.peatix.com

大井　実 落合　博 中村勇亮

第7フォーラム

■コーディネーター：大井　実（ブックスキューブリック）
■パネリスト：落合　博（Readin' Writin' BOOKSTORE）

中村勇亮（本屋ルヌガンガ）
かつて23,000店以上あると言われた書店数はいまや8000店を下回るほどになっています。一方でこの20年余、従来型の取次ルートに依存しない個
人書店などは増えています。しかし、そうした書店を開業し運営していく方法はそれぞれの工夫や努力に委ねられています。実際に書店を開業した3
人の創業者が、創業準備から営業を継続するための具体的なポイントについて語り合います。

15:30-17:00
創業者が語る「小さな本屋の作り方と続け方」
　　　　　　　　～開業準備から運営まで 考えなければならないこと～

金

土

日


